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国軍JQ!l�
（法 律）
O公職にある者等のあっせん行為による利得等の処罰に
関する法律の一部を改正する法律（91)（平成14. 7. 
26官報号外第 159号）
（政 令）
O国立学校設置法施行令の一部を改正する政令（242)
（平成14. 7. 1 官報第3393号）
O日本育英会施行令の一部を改正する政令（249)（平成
14. 7. 5官報第 3397号）
（省 令）
O理科教育のための設備の基準に関する細目を定める省
令の一部を改正する省令（文部科学 33)（平成1 4. 7. 
3官報第3395号）
0日本育英会の第二種学資金の特例的な利率を定める方
法に関する省令（同34)（平成14. 7 9官報第3399号）
（規 則 ）
O人事院規則10- 5 （職員の放射線障害の防止）の一部
を改正する人事院規則（人事院10 5 3) （平成14.
7. 26官報第3412号）
O人事院規則1 - 4 （現行の法律， 命令及び規則の廃止）
の一部 を改正する人事院規 則 （人事院 1 -4 -18) 
（平成14. 7 . 31官報第3415号）
司司）��
富山大学セクシュアル・ハラスメント等の防止に関する指針の改正
「一富山大学法セクシユアル・ ハラスメン卜等の防止に関する指針の改正理由一
l 1 セ クシユアル ハラスメント等対応委員会の構成員の見直しを行い， 運営の円滑化を図る。 i 
I 2 迅速な対応を行うため， 副委員長を設置する。 j i 3 その他所要事項を整理する。 j 
富山大学セ クシユアル ・ ハラスメント等の防止に関する指針の一部を改正する指針を次のとおり制定する。
平成14年7月19日
富山大学セクシュアル・ ハラスメン卜等の防止に関
する指針の一部を改正する指針
富山大学セ クシュアル ・ハラスメント等の防止に関す
る指針（平成11年7月16日制定）の一部を次のように改
正する。
第l条中「適切かつ迅速な対応を求める権利を保障す
るための」を「適切かつ迅速な対応をとるための」に改
める。
富山大学長 瀧 津 弘
第4条第2項第1号及び第2号を次のように改める。
(1) 各学部の教員 2人
( 2 )  保健管理センターの教員 1 人
第4条第4項を次のように改める。
4 委員会に委員長及び副委員長を置き， 委員長は委員
の互選とし． 副委員長は， 委員のうちから委員長が指
名する。
第4条中第7項を第8項とし， 第6項を第7項とし，
第5項に次のただし書きを加え， 同項を第 6項とする。
ただじ， 委員長に事故あるときは， 副委員長がその職
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務を代行する。
第4条第4項の次に次のl項を加える。
5 委員長及び副委員長の任期は1年とし， 再任を妨げ
ない。 ただし， 欠員が生じた場合， 後任の委員長及び
副委員長の任期は， 前任者の残任期間とする。
第 6条第 6項中「委員以外の者の出席を求めることが
できる」を「委員以外の者（学外者を含む。 ） を調査委
員会に委員として加えることができるJに改める。
報 第451号
附 則
1 この指針は， 平成14年7月19日から実施する。
2 この指針実施の際， 現に委員長である者は， この指
針により選出されたものとみなし， 任期は第4条第5
項の規定にかかわらず， 平成14年9月30日までとする。
3 この指針実施後， 最初に選出された副委員長の任期
は， 第4条第5項の規定にかかわらず， 平成14年9月
30日までとする。
富山大学セクシュアル・ハラスメント等の防止に関する指針の運用の改正
「一富山大学セクシユアル・ハラスメント等の防止に関する指針の運用についての改正理由一一－ I 
i 1 富山大学セ クシュアル・ハラスメント等の防止に関する指針の改正に伴い， 所要の改正を行う。 i 
I 2 迅速な対応を行うため， 所要の改正を行う。 ! 
富山大学セ クシュアル・ハラスメント等の防止に関する指針の運用についての一部を改正する運用についてを次の
とおり制定する。
平成14年7月19日
富山大学セクシユアル・ ハラスメン卜等の防止に関
する指針の運用についての一部改正について
富山大学セ クシュアル・ ハラスメント等の防止に関す
る指針の運用について（平成11年7月16日制定）の一部
を次のように改正する。
第1条関係第5項中「適切かつ迅速な対応を求める権
利を保障するためのJを「適切かつ迅速な対応をとるた
めの」に改める。
第3条第1項関係第5項に後段として次のように加え
る。
また， 事実関係について当事者間に争いがない場合
又は被害が軽微な場合には 複数の委員の同意と被害
者の了解を得たうえで， 委員会の事後承諾を条件とし
て， 委員長との相談で対応を検討することができるも
のとする。
第3条第2項関係を次のように改める。
第2項関係
1 委員長は， 特別の事情がある場合を除き相談員と
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はしない。
2 「必要な研修Jは， 委員会において企画すること
とする。
第4条に次の1項を加える。
第2項第1号関係
各学部の教員2人は， 原則として男性女性各1人
とする。 ただし， 女性教員が5人以内の場合は， こ
の限りではない。
第5条第3号関係第1項中 「及びそれに関する手続き」
を削る。
第5条第3号関係第2項第2号中「うえで， 委員会か
ら加害者等に直接的に指導等を行うことJを「上で， 委
員会が指導・調停等を行うことJに改め， 同項を第3項
とし， 第1項の次に次の1項を加える。
2 保護・救済は， 原則として要請が行われた日から
2か月以内に行うこととする。
第5条第4号関係を削る。
附 則
この運用は， 平成 14年7月19日から実施する。
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富山大学公開授業実施要項の制定
「一富山大学法公開授業実施要項の制定理由一ー
富山大学が行う公開授業の実施に関し 所要事項を定める。 ! 
富山大学公開授業実施要項を次のとおり制定する。
平成14年7月 19日
富山大学公開授業実施要項
（趣 旨 ）
第l この要項は， 富山大学（以下 「本学」という。）
が行う公開授業（以下「オープン ・ クラスJという。）
の実施に関し必要な事項を定める。
（目 的）
第2 オープン ・ クラスは， 生涯学習に対する社会的要
請に応えるという観点から 本学が開講する授業を公
開し， 生涯学習の機会を広く地域住民に提供するとと
もに， 本学と地域社会との連携を深めることを目的と
する。
（実施形態）
第3 オープン ・ クラスは， 本学が教育上の目的を達成
するため体系的に編成される教育課程を構成する授業
科目を公開して実施する。
（受講生）
第4 オープン ・ クラスの受講生は， 富山大学オープン ・
クラス受講生募集要項（以 下 「募集要項」という。）
により受講屈を提出し受講を登録した者とする。
2 オープン ・ クラスの受講資格は， 高等学校卒業若し
くはこれと同等の学力があると認められる者とする。
（公開授業科目等 ）
第5 対象となる授業科目は， 難易 度に応じて， 次の三
段階に区分する。
(1 ）入門的な内容であり， 高等学校卒業程度の学力
を必要とするもの（大学1年次生対象の授業）
( 2）より進んだ内容であり， 当該専門分野について
の一定の基礎知識が必要となるもの （大学2～3
年次生対象の授業）
富山大学事務局長 新 屋 秀 幸
( 3）高 度な内容であり 当該専門分野について系統
立てた学習がなされていることを前提とするもの
（大学3～4年次生対象の授業）
2 本学が開講する授業科目のうち， 本学学生に対する
教育上の目的を達成する必要性から， 公開することが
ふさわしくないとみなされるものは， 公開の対象とし
ない。
3 オーブン ・ クラスの受講生には， 単位の認定は行わ
ない。
（受講生の募集）
第6 オープン ・ クラスの受講生の募集は， 募集要項に
より行う。
2 募集要項については， 別に定める。
（受講料等）
第7 オープン ・ クラスに係る受講料については， 「国
立学校における授業料その他の費用に関する省令（昭
和36年文部省令第9号）」に係る通達に定める額とす
る。
2 オープン ・ クラスの受講料は， 受講届を提出すると
きに徴収し， 既納の受講料はいかなる理由があっても
還付しない。
3 オープン ・ クラスの受講に当たり， 受講生が授業で
使用するテキスト代並びにその他の費用については，
受講生の負担とする。
（受講生の義務）
第8 オープン ・ クラスの受講生は， 受講する授業を妨
害してはならない。
2 オープン ・ クラスの受講生は， 受講に当たり本学が
行う教育及び研究に支障を来たさないよう努めるとと
もに， 本学関係者の指示に従わなければならない。
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（受講の停止）
第9 オープン・クラスの受講生が， 第8の義務に違反
し， 本学の秩序を乱し， 又は受講生としてふさわしく
ない言動等があった場合は 受講を停止することがで
きる。
2 前項による受講停止の場合であっても， 既納の受講
料は返還しない。
（損害賠償）
第10 オープン ・ クラスの受講生が故意又は過失により
本学の施設， 設備等を破損， 滅失又は汚損したときは，
速やかに届け出るとともに， これを原状に回復し， 又
はその損害を賠償しなければならない。
報 第451号
（オープン ・ クラスの実施の企画等）
第 lI オープン ・ クラスの実施の企画等は， 富山大学大
学教育委員会（以下「委員会」という。）の議を経て，
学長が行う。
（雑 則 ）
第12 委員会は， オープン ・ クラスの実施に当たり， 富
山大学生涯学習教育研究センター運営委員会その他関
係委員会と密接に連携するものとする。
2 この要項に定めるもののほか， オープン ・ クラスの
実施に関し必要な事項は， 委員会の議を経て， 別に定
める。
附 則
この要項は， 平成14年7月19日から実施する。
副司事』
学生生活委員会（7月2日）
（審議事項）
(1）大学祭の見直しについて
(2）大学食堂と学生会館の整備について
水質保全センター運営委員会（7月3日）
（審議事項）
(1)水質保全センター長の推薦について
入学試験実施委員会（7月4日）
（審議事項）
(1)平成15年度入学者選抜検 査の実施に関する申合せに
ついて
(2）平成15年度富山大学入学者選抜要項（案）について
(3）平成15年度富山大学特別選抜学生募集要項（案）に
ついて
(4）平成14年度高等学校と富山大学との入学試験に関す
る懇談会実施計画（案）について
(5）平成14年度富山大学説明会実施要項（案）について
(6）入試問題検討専門委員会委員について
(7）電算処理言語について
入学試験管理委員会（7月8日）
（審議事項）
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(1)平成15年度入学者選抜試験実施に関する申合せ（案）
について
(2）平成15年度富山大学入学者選抜要項（案）について
(3）平成15年度入学試験関係日程の一部変更について
富山大学の組織運営体制の整備に関する検討委員会（7
月9日）
（審議事項）
(1)新しい評価体制について
教養教育運営協議会（7月10日）
（審議事項）
(1）大学評価・学位授与機構による大学評価について
(2）公開授業について
(3）教員研修会開催要項（案）について
は）その他
① 教養教育における日本技術者教育認定への対応に
ついて
② 広報誌の発行について
「ニューズレター」
自己点検評価委員会（7月15日）
（審議事項）
(1)平成12年度着手継続分の全学テーマ別評価「教養教
平成14年8月 学
育Jの自己評価書にいて
(2）平成13年度着手分の全学テーマ別評価「研究活動面
における社会との連携及ひー協力Jの自己評価書につい
て
(3）平成13年度自己点検評価結果の対応について
は）平成14年度の自己点検評価について
部局長会議（7月19日）
（審議事項）
(1）文部科学省在外研究員候補者（短期在外研究員）の
推薦基準について
評議会（7月19日）
（審議事項）
( 1)教員定員の運用について
(2）富山大学セ クシュアル・ハラスメント等の防止に関
する指針及び同運用の一部改正について
(3）平成12年度着手継続分の全学テーマ別評価「 教養教
育」の自己評価書について
(4）平成13年度着手の全学テーマ別評価「研究活動面に
おける社会との連携及び協力」の自己評価書について
学生生活委員会（7月22日）
（審議事項）
(1)寮生との話合いについて
報 第451号
留学生センター運営委員会（7月23日）
（審議事項）
(1）平成13年度留学生センター運営費の決算について
(2）平成14年度留学生センター運営費の予算について
(3）富山大学留学生指導連絡会議要項（案）について
附属図書館運営委員会（7月24日）
（審議事項）
(1）平成14年度学生用図書購入費の予算執行について
国際交流会館運営委員会（7月26日）
（審議事項）
(1)平成14年10月期国際交流会館入居者の選考について
入学者選抜方法研究委員会（7月30日）
（審議事項）
(1) A O入試について
入学試験実施委員会（7月30日）
（審議事項）
(1)平成15年度富山大学学生募集要項（特別選抜）（案）
について
(2）平成15年度富山大学学生募集要項（一般選抜， 専門
高校 ・総合学科卒業生選抜， 私費外国人留 学生選抜）
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司 ミ』
再 編・統 合 ⑬
本学学内広報紙「富大速報j第15号に標記の記事が次のとおり掲載されました。
0富大速報第15号 『再編・統合⑬』
｜第5回新大学構想協議会報告｜
0第5回新大学構想協議会が平成 14年6月25日（火）に富山大学において開催されました。
この協議会の議事概要は， 以下のとおりです。
〔議 事〕
1. 議事要録の確認
第4回協議会（5月29日開催）の議事要録が確認された。
2. 新大学構想について
( 1 ）総合人間科学部 案（富山医薬大提案）について
協議に先立ち， 瀧津学長から 6月7日付け高久学長からの書簡による質問に対する回答を含めて ， 富山
医科薬科大学から提案のあった総合人間科学部案及び高岡短期大学から提案のあった芸術文化学部案につい
て， 本学の構想、を説明したい旨述べられた。
また ， 瀧漂学長から， 今回提案する新大学構想案については， ワーキンググループを設け， 第3回協議会
において提案した構想にさらに検討を加えたものであり， その座長であった阿部理学部長から説明する旨述
べられた。
次いで， 阿部理学部長から， 教養教育及び人開発達科学部案について資料に基づき説明があり， 教養教育
の考え方， 教養教育の実施体制， 教員養成機能について種々意見交換があった。
( 2）芸術文化学部案（高岡短大提案）について
岡部理学部長から， 情報芸術学部案について， ま
た， 秦教授から， 芸術文化学部を改めた芸術情報文
化学部案について資料に基づき説明があり， 種々意
見交換があった。
3. 今後の検討の進め方について
次回協議会で協議する事項の整理と併せて， 教養教
育の実施体制をワーキンググループで検討することと
し， その進め方については， 議長団で協議することと
した。
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4. その他
(1）報道機関， 富山県への対応について
今回の協議会の報道機関及び富山県への対応については， 会場大学である富山大学が行うことを確認した。
なお， 県のオブザーバー出席について意見交換があり， 現段階では， 3大学の合意が得られないことから，
今までどおりオブザーバー出席は遠慮願うこととした。
( 2）次回協議会について
次回協議会は富山医科薬科大学で開催することとなっており， 開催日時等詳細については事務局で調整す
ることとした。
以 上
※再編・統合に関する情報を提供するために、 富山大学ホームページ「学内向け情報」に（再編・統合情報）
の項目を設置しました。 富大速報はここからもご覧になれます。
本年度10月から525科目の授業を一般公開
生涯学習への関心が高まる中， 高 度な知識を身に付け
る場を一般市民に提供し， 地域とのつながりを深めるこ
とを目的として， 10月から学生向けの授業を一般に公開
する「オープン・ クラス」をスタートさせることになり
ました。
この全学的な規模での授業公開は， 信州大学に続き，
全国の国立大学で2番目となります。 これまで， 本学で
は平成l l年から一部の授業を一定期間だけ公開していま
したが， これをさらに進めて， 10月7日（月）から来年
2月4日（火 ）までの期間， 全2, 500科目中5分のlに
あたる525科目の授業を公開するものです（ただし， 単
位認定はしない。）。 また， 授業の難易 度を入門的な「A」，
一定の基礎知識が必要な「B J 系統的に学習したこと
を前提とする「C Jの3段階に区分し， 各科目で2人か
ら20人ほどの定員を設ける予定です。 なお， 受講料等は
下記表のとおりです。
受 講 料 一授業科目 7,800円
募 集 期 間 平成14年9月17日（火）～
平成14年9月30日（月）
試聴期 間 平成14年10月7日（月）～
平成14年10月11日（金）
問い合わせ先 生涯学習教育研究センター
ft076-445-6956 
（大石 昂生涯学習教育研究センター長の談話）
10月からの「オープン ・ クラス」の開設にようやくこ
ぎつけることができました。 講義の開放にご協力くださっ
た先生方はじめ関係各位に御礼申し上げます。「法人化」
や「再編・統合」の波が容赦なく地方大学を洗う中で，
本学の進む道は， 地域との連携を強化することであろう
と考えています。 「知Jを巡る大学と地域との交流， こ
れが生涯学習教育研究センターの活動のコンセプトです。
「オープン・クラスJをはじめとする大学開放事業が
いっそう発展するよう， これまで以上の学内のご理解と
ご協力をお願いする次第です。
ム今 年度前期に開催された公開授業の様子
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平成14年度第1回富山大学運営諮問会議を開催
本年度の第l回富山大学運営諮問会議が7月31日（水）
に開催され， 委員改選で再任された石坂前富山国際大学
長や新たに公募 で選ばれた委員2人を含む7人が出席さ
れました。
会議の官頭で瀧漂学長が「昨年は， 入試ミス隠ぺい 問
題があり， 失った信頼の回復に全力をあげて取り組んで
きたが， 先日， 元受験生全員との補償がまとまったとこ
ろであり， なお一層信頼回復に努力したい。 現在， 全国
の国立大学は厳しい状況に置かれており， 競争的環境の
中で大学の個性を発揮するために， 本学も様々な努力を
積み重ねている。 本日は， 県内3大学の再編統合に向け
て協議が進む中， 新大学のあるべき姿及び国際的連携・
交流について皆さんから思樺のない意見をいただき， 大
学運営に生かしたい。」と挨拶されました。
次に， 会長に石坂誠一前富山国際大学長が， 副会長に
中尾哲雄富山経済同友会代表幹事が選出されました。
その後， 本学から， 学内施設整備状況等について報告
があり， 引き続き， 国立大学の再編・統合について各委
員から以下のような提言がありました。
「富山県内国立大学の再編・統合にかかわる基本的
確認事項Jは評価できる。 これを基本に再編・統合
の努力をしてもらいたい。
. 3大学の再編・統合に当たっては， 地域貢献， 教員
養成機能の保持， 環日本海指向等， 富山県の要望を
十分取り入れてほしい。
. 3大学ともそれぞれ設置の背景と歴史を有しており，
お互いこれらに配慮しながらも， 新しい特色ある大
学を目指してほしい。
・若い内に幅広い教養を身につけることは非常に重要
であり， 教養教育の実施体制の充実を図ってもらい
たい。
・若い研究者が研究に専念できる環境を提供すること
が大切であり， これを可能とする管理運営組織とし
てもらいたい。 国際レベルの研究を背景に教育する
ことが大事である。
. 3大学それぞれの構想には相違点も見られるが， 各
大学の歴史， 設置目的等の違いから一 度にこれを埋
めることは困難な部分もある。 時間的な制約もあり，
まずは現時点での現実的な再編を行うことが急務で
あり， 中期目標・中期計画の中で将来構想、を提示す
る方法もある。
なお， 出席された委員は次の方々です。（50音順）
吾妻 一興（宮城教育大学副学長）
石坂 誠一（前富山国際大学長）
井上 孝美（放送大学学園理事長）
上野 隆三（北日本新聞社代表取締役会長）
橋本 茂信（元公立学校教員）
平能富太郎（元北陸銀行取締役）
福岡 隆（富山県教育委員会教育長）
平成14年度文部科学省海外研究開発動向調査派遣者の決定
主たる滞在地及び当該
所 属 職 名
氏
名 滞在地の属する国名並 調 査 研 究 題 目 派遣期間
びに派遣先の機関名
工学部 助教授 山口 昌樹 リンチェピング 歯肉溝液を用いた非侵襲血糖測定手法の調査 14.11.15 
（スウェーデン）
リンチェピング大学 15 . 1. 13 
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平成14年度後期公開講座の実施計画を決定
平成14年度後期の富山大学公開講座を次のとおり実施することになりました。
講 座 名 開 設 期 間 定員 受講料 講師氏名（所属・職名）
パソコン教室 14年9月1日（日）～ 20名 6. 800円 米国 政明（工学部 教授）
Windows入門 14年10月20日（日）（毎週日曜日） 柴田 啓司（工学部 助 手）
9時00分～12時00分 高井 正三（総合情報処理センタ一 助教授）
（計5日間15時間） 大石 皐（生涯学習教育研究センター 教授）
｛中嶺 政光（ 生涯学習教育研究センター 講師）
高齢者のための情報機器を考える 14年9月3日（ 火）～ 40名 6. 800円 山西 潤ー（教育学部 教授）
14年JO月1日（火）（毎週火曜日） 黒田 卓（教育学部 助教授）
18時00分～20時30分
（ 言十5日間12. 5時間）
とことん子供を知ろう 14年9月5日（木）～ 20名 6,800円 堀井 啓幸（教育学部 助教授）
ーいろいろな角度から子どもを見る 14年9月初日（木） 仲嶺 政光（生涯学習教育研究センター 講師）
14時00分～15時30分 稲垣 応顕（教育学部附属教育実践総合センタ一 助教授）
（計7日間JO. 5時間） 黒羽 正見（教育学部 助教授）
市瀬 和義（教育学部 助教授）
神川 康子（教育学部 教授）
思春期 の問題を考える 14年9月13日（金）～ 20名 5,800円 佐伯 虞人（教育学部附属教育実践総合センター 教授）
14年JO月18日（金）（毎週金曜日） 塚野 州一（教育学部 教授）
18時00分～19時30分 日俣 順子 （教育学部附属教育実践総合センター 客員教授）
（計6日間9時間） 神川 康子（教育学部 教授）
生回 貞子（教育学部 教授）
稲垣 応顕 （教育学部附属教育実践総合センター 助教授）
睡眠の科学一眠りと心身の健康一 14年9月21日（土）～ 20名 5. 800円 神川 康子（教育学部 教授）
14年10月26日（ 土） 芝垣 正光（教育学部 教授）
18時30分～20時00分
（計6日間9時間）
山歩きの楽しみ（ その2) 14年9月28日（ 土）～ 15名 5. 800円 福田 明夫（教育学部 教授）
14年9月29日（日） 増田恭次郎（理学部 講師）
講義9時00分～12時00分 字井 啓高（教育学部 教授）
登山9時00分～16時00分 （計2日間9時間）
中級英会話 14年JO月5日（土）～ 20名 6, 800円 陸 君（尽都文教大 学 助教授）
14年12月14日（土）（毎週土曜日）
13時30分～15時00分
（計10日間15時間）
フフンス語初級E 14年JO月12日（土）～ 20名 7, 800円 中島 淑恵（人文学部 助教授）
14年12月21日（土）（毎週土曜日）
10時00分～12時00分
（ 言十10日間20時間）
シニアからはじめるIT講座(I) 14年JO月19日（土）～ 20名 6,800円 高井 正ニ（総合情報処理センタ一 助教授）
14年10月20日（日） 谷寄 文寛（総合情報処理センター 技術補佐員）
9時00分～16時00分
（計2日間12時間）
初級中国語 14年JO月19日（土）～ 20名 6, 800円 藤野 真子（人文学部 助教授）
14年12月14日（土）（毎週土曜日）
11時00分～ll時30分
（計8日間12時間）
食文化から見たヨーロッパ中世 14年10月31日（木）～ 20名 6, 800円 徳橋 曜（教育学部 助教授）
14年11月28日（木）（毎週木曜日）
15時00分～16時30分
（計5日間JO. 5時間）
数理と情報の世界 14年11月1日（ 金）～ 25名 6, 800円 東川 和夫（理学部 教授）
14年11月29日（金）（毎週金曜日） 小林久欝雄（理学部 教授）
18時00分～21時00分 木村 厳（理学部 助 手）
（計5日間15時間） 菅谷 孝（理学部 教授）
幸山 直人（ 理学部 助 手）
究極の干し柿を作ろう 14年11月8日（金）～ 20名 5, 800円 開 義盛（7じ福野高校教諭）
14年11月9日（土） 開 光子（砺波森林組合）
8日 12時00分～18時00分 山田 義昭（元富山干し柿出荷組 合連合会長）
9日 9時00分～13時00分 竹井 史（教育学部 助教授）
（計2日間JO時間） 鵜野 伊光（ 富山干し柿出荷組 合連合会長）
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講 座 名 開 設 期 間 定員 受講料 講師氏名（所属・職名）
究俸のおかきを作ろう 14年11月9日（土）～ 20名 5, 800円 北田 勇（（株） 日の出屋製薬産業 取締役管理本部長）
14年11月10日（日） 石田 義一（（株）石田組 取締役会長）
9日 12時00分～18時00分 石田きくい（農業）
10日 9時00分～13時00分 竹井 史（教育学部 助教授）
（計2日間10時間）【 シニアからはじめるIT講座（II) 14年11月9日（土）～ 20名 6, 800円 高井 正ニ（総合情報処理センタ一 助教授）
教 ワードプロセッサを使って自叙伝や詩 14年11月10日（ 日） 畑 篤（総合情報処理センター 技術専門職員）
養 歌集を出版しよう！ 9時00分～16時00分
議
（計2日間12時間）
前近代東アジアにおける言語と社会 14年11月21日（木）～ 30名 5,800円 鈴木 信昭（人文学部 教授）
座 14年12月19日（木）（毎週木曜日） 鈴木 景二（人文学部 助教授）
】 13時30分～15時00分 徳永 洋介（人文学部 助教授）
（計5日間7. 5時間）
シーアからはじめるIT講座（ill) 14年11月初日（土）～ 20名 6, 800円 高井 正ニ（総合情報処理センタ一 助教授）
思い出の写真集を作ろう1 14年12月1日（日） 布村 紀男（総合情報処理センター 技術補佐員）
9時00分～16時OU分
｛ 計2日間12時間）
震;;. 
親子スキー 教室 15年2月1日（土）～ 親子 6, 800円 堀田 朋基（教育学部 教授）
15年2月2日（日） 20組 鳥海 清司（教育学部 助教授）
警 大川 信行（教育学部 助教授）大石 昂（生涯学習 教育研究センター 教授）
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異動 区分 発令 年 月 日
氏名
異動 前の 所属官 職 異 動 内 容
採 用 1 4. 7. 1 安藤 智子 講 師 人文学部（人文学 科 行動文 化）
II 武 控平 講師（研究機関研究員）（極東地域研究センター）
II フーマン 講 師（ 中 核的研究機関研究 員）（ ベンチャ ーモハマド
ミザヌ ール －ビ ジネス・ラボラト リー ）
’F 片山 進 技能 補佐 員（学生部厚生課調 理師）
II 
王
手リ 教 務補佐 員（ 水素同位体科学研究 セ ンタ ー ）
1 4. 7. 15 
郷 勇 講 師（ 中核的研究機関研究 員）（ベンチャー
－ビ ジネス・ラボラト リー ）
昇 任 1 4. 7. 1 淡川 典子 助教授 教育学部（ 社会科教育 ） 教 授 教育学部（ 社会科教育 ）
II 市瀬 和義 助教授 教育学部（ 理科教育 ） 教 授 教育学部（ 理科教育 ）
II 桐座圭太郎 助教授 教育学部（ 理科教育 ） 教 授 教育学部（ 理科教育 ）
II 樋口 弘行 助教授 理学部（ 化学 科合 成有機 化学 ） 教 授 理学部（ 化学 科合 成有機 化学 ）
配置換 1 4. 7. 1 6  永井 昭 光 経 理部経 理 課給与係 主任 経 理部主計課管財係 主任
II 鳥海衣美子 経 理部主計課管財係 主任 経 理部経 理 課共済 組合係 主任
任 用更新 1 4. 7. 1 1  
野沢 陽子 文部科学事 務官（学生部学生課） 臨時的任 用 を更新する（ ～ 1 4. 8. 28) 
辞 職 1 4. 7. 3 1  加賀見 賓 経 理部経 理 課長 辞 職
退 職 1 4. 7. 1 片山 進 技能 補佐 員（学生部厚生課調 理師） 平成 1 4年 6 月 30日限り 退 職
1 4. 7. 1 3  土田 亮子 事 務補佐 員（教育学部） 平成 1 4年 7 月 1 2日限り 退 職
1 4. 7. 1 6  松井 輝代 臨時用務員（教育学部炊婦 ） 平成14年 7 月 1 5日限り 退 職
II 堰 免 芳子 II II ’1 
II 仲谷千鶴子 II II II 
II 藤井 香 II II II 
1 4. 7. 25 山田 知訓 事 務補佐 員（ 経済学部） 平成14年 7 月 24日限り 退 職
職務命令 。 富山大学 法人 化事 務推進本部関係
1 4. 7. I 前田 邦樹 総務部企画室長 総括 室長
II 門 前 剛二 総務部企画室専門職員 同室主査（ 専任 ）
II 雁田 彰 総務部人事 課専門員 法人 組織準備室長（ 専任 ）
II 杉本 周平 総務部総務課課長補佐 同室主幹
II 
羽根
俊 総務部研究 協力 課専門員 II 
” 
矢後 和子 総務部人事 課課長補佐 II 
II 酒井 利満 総務部総務課総務係 長 同室主査
II 山本 広志 総務部研究 協力 課研究 協力係 長 II 
II 友坂 義一 経 理部主計課専門員 法人会計準備室長（ 専任 ）
II 
伊野不二夫
総務部企画室室長補佐 同室主幹
II 
堀 和賞 総務部企画室専門職員 同室主査
II 高 森 満 経 理部主計課司 計係 長 同室主査
II 伏喜 俊至 経 理部主計課財務係 長 II （ 専任 ）
II 太田 則春 経 理部経 理 課情報企画係 長 II 
II 竹苗吾希子 経 理部主計課事 務補佐 員 同本部勤 務
。 富山 県内国 立大学再編・統合 富山大学 準備事 務室関係
1 4. 7. 1 
牧野 秀感
経 理部経 理 課専門員 室長 補佐（ 専任 ） を 免ずる
II 向 雅己 総務部総務課専門員 室長補佐（ 専任 ） を命ずる
職務命令 1 4. 7. 1 5  田口 茂 教 授 理学部 水質保全セ ンター 長（ ～ 1 6. 7. 1 4) 
1 4. 7. 26 大 森 克史 教 授 教育学部 総合情報処 理 セ ンタ ー副 セ ンタ ー 長
（ ～ 1 6. 7. 25) 
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経済学部長の改選
古田 俊 吉経済学部長の
任 期 が， 平 成 1 4 年 9 月 29
日で満了することに伴い
経済学部教授会は ， 7 月
3日 （水） に 次期学部長
候補者 選挙を行いました。
その結果， 八木 保夫教
授 が次期学部長候補者 に
選出されました。 任 期は，
平 成 1 4年9 月 30日から 2
年問。
八木教授は ， 昭 和 46年3 月早稲田大学第一 法学部 を卒
業， 同49年3 月 同大学大学 院法学研究 科 修 士 課程 （基礎
法学 専 攻 ） を修了 ， 同 5 5 年 1 0 月間博 士 課 程公 法学 専 攻
（英米 法専修） を単 位修 得退学 後， 同 年 1 1 月 富山大学教
養部講師に 採用とな り ， 同 5 6年 1 0 月 同 助教授， 平 成3 年
1 0 月 同教授， 同5 年4 月 富 山大学 経済学部教授とな り ，
同 1 3年4 月から 評議員に併任され ， 現 在に至っ て います。
専 門は，英米 法。
法学修 士 （早稲田大学）。
神奈川 県出身。
（就任 に あたっ て ）
つ い先頃 ， 日本の 高等教育 にとっ て戦後最大規模の改
革と言われる 中央教育審 議会答申 が出され， 全 ての大学
への第三者 評価の義 務付 けや 専 門職大学 院制度の創設 等
の 方針 が 明らか にな りました。 これよ り先国 立大学は，
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既に独 立行 政 法人 化と再編統合 問 題の渦 中に置かれ て お
り ， 今 回 の 中教審答申 を加 えると ， 今 まさ に怒濡の知 く
押し寄せる改 革の 荒波の 中に 立たされ て いると い う厳し
い情況下に あ ります。
今 後取 り 組まな ければならな い 課 題の若干例 を列 挙し
ただ けでも， 法人 化準備の関係では， 来 年 年 明 け以降の
国 立大学 法人 法の 制定 を 念頭に置 いた 富山大学 全体の 運
営組織案の作 成と学部段階での 運営基本 方針の策定， 平
成 1 6年4 月の 法人設 立時に お ける 運営交付 金交付 を 目 指
した大学の 中 期 目標・ 中 期 計画の策定と学部段階でのそ
の 検討， 来年 7 月頃 に 予定され て いる国 立大学 評価委員
会の設置 及 び 中教審答申に 明示された第三者 評価義 務付
けに 対処するための 全学・学部レ ベルに お ける大学 評価
体 制の 整備等の諸 課 題， 他 方で， 再編統合 問題の関係 に
お い ては ， 各学部の 構想、 をしっか り確 立すると同時に ，
進展捗々し くな い交渉 状況 を打破するため にも 新学部構
想案 を含めた他の 2大学との 融合・ 融和の可能性の模索 ，
新大学 を 特色付 け ， 上 記の 中教審答申へ 対応するための
社会科学 系学部とし て 経 営管 理部 門 等での 専 門 職大学 院
構想の 検討等々 ， 何れも 難 題ばか り が揃っ て います。
第三者 評価の 導 入は， その結果の公表 を通じ て当該大
学の真 価 を 社会に 問 うこととな り， 大学 自ら改善し， 教
育 ・研究の 質向上に努力しな ければ 市場 原理によっ て淘
汰される時 代に突 入したこと を意味することになるでしょ
う。 このよ うな重 要な時 期に思 いも掛 けず 経済学部の纏
め 役 を 勤めることとな りました。 上述の諸 課題の う ち一
つでも多 く を解決できればと 念願し て お ります。 ど うぞ
ご 指導ご 協力のほど を宜し く お願 い申し上げます。
平成14年8月
学
報 第451号
総合研究棟が竣功
6 月 25日 （火 ） に， よ り 高 度で独創 的な研究開発の促 進と 高 度技術者の育 成 を 目 指す 全学供用 施設で あ り， 産学の
最先 端技術 を生かす ベン チャー ・ラボラトリー との 融合複合 施設でも ある 「総合研究 棟」 が竣功しました。
な お， 総合研究 棟の 特徴 を 巻末 に掲載しで あ ります。
留学生が七夕を飾る
本学 留学生 が7 月4日（木 ） ， 留学 セ ンター玄関 に七
夕 を飾 りました。
これは， 7 月に 入っ てから授業の合聞 をぬっ て準備 を
行っ てきたもので， 短冊 には 「中日友好 」 の国際交 流的
なものから， 「大学 院に合 格しますよ うに 」 との 現 実 的
なものまで， た くさんの願 いごと が 書かれ て いました。
この飾 り付 けで 留学生 センターは， 一段と に ぎやかに
な りました。
理学部で大学評価に関する懇話会を開催
7 月 8日 （月 ） ～ 9日 （火 ） 理学部に お い て， 大学
評 価・学 位授 与機 構による 分野別教育 評 価・研究 評 価
（理学 系 ） への 対応 に資するための 懇 話会が開催されま
した。
初日の 7 月 8日 には， 平 成 1 2年度着手の 分野別教育 評
価 を受 けた 新潟大学 増田 芳男 理学部長から， 評価の 特
色， 資料収集の重 要性など に つ い て説 明されました。 特
に 新潟大学では ， 理学部 が評価 を受 けた 後， 平 成 1 3 年 1 0
月から 1 4 年 4 月の聞 に ， 全 ての学部 が 「機 構Jの 評 価 要
領に則っ て大学独 自の「教育 評 価」 を 実施し， 来るべき
本番の 評価への 準 備 を 既に済まし て いると述べられまし
た。 その 後， 参加した約 50名の本学教 職 員との問で 活発
な 質疑応答 が あ りました。
翌日の 9日 に は ， 平 成 1 2年度着手の 分野別研究 評価 を
受 けた 金 沢大学 前 理学部 長の樋渡 保秋教授が研究 評価
に関する 講演 を 行 い ， 教 員 自身による 自己 評価と機 構に
よる 評価との聞 にはかな りのずれ が あったことなど， 研
究 評価の 難しさ が披露されました。 また， 研究領 域によ
り 評価 基準が異なる 点や， 機 構への意見の申 立とそれ に
対する機 構からの 対応 等に つ い ての 活発な意見交換も 行
われました。
この 2日 間にわたる 懇 話会は， 今 後機 構による 評価へ
の 対応 を考 える上で大変有意義なものとな りました。
ム 講 演する 金 沢大学の樋渡 保秋教授
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理学部2号館改修工事に伴う絵画の移設
昭 和 39年に画家の伏木澄夫 氏からの寄付 を受 け て， 理
学部 1号 館の顔とし て玄関 に展示し て あ りました絵画 が
理学部 2号 館の改修工事 竣功に伴 い， このた び， 同 館l
階サブエン トラン ス ホ ー ルの壁面に移設されました。
第451号
ム絵画 を 前にした作者の伏木 氏 （右 ） と竹内 名誉教授
高等学校の進路指導担当教諭との懇談会を開催
7 月 26日 （金） に 平 成 1 4年度の 高 等学校と 富 山大学と
の 入学 試験に関する 懇談会が黒田 講堂 に お い て開催され
ました。
この 懇 談会は， 本学の 入試内容や教育内容など に つ い
て 理解 を 得ること を 目 的とし て毎 年開催され て いるもの
で， 今 年は 富 山 ， 石川 ， 福井 ， 新潟 及び岐阜 県のほか，
遠 くは 北海道から ， 高等学校 進路 指導担当教 諭80名の 参
加 が あ り， 本学からは塩津副学長や， 各学部入試関係 委
員など 1 5 名 が出席しました。
はじめ に ， 塩津副学 長 が挨拶 を 行 い， 現 在大学 を 取 り
巻 く 状況や学内 施設の 整 備に つ い て説 明の 後， 昨 年の 入
試合否判定 過誤に つ い ての 富山 県内の 高 等学校の 協力 に
つ い て謝辞 を述べられました。
会議では ， 本学から 平 成 1 5年 度 富 山大学 入学 試験の概
要や 富 山 県内の国 立3大学の再編・統合， 国 立大学 行政
法人 化の 検 討状況並 びに 各学部 （学 科・ 課 程） の 特色な
ど に つ い て説 明 が あった 後， 高等学校側からの 質 問・ 要
望 等に つ い て回 答 ・ 意見交換が行われ， 充 実した 懇談会
とな りました。
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理学部で「夢化学一21」を開催
7 月 27日 （土）に 理学部 化学 科 主催の一日 体 験 入学
「夢化学 － 2 1」 が実 施され 大勢の 高校生で賑わ いまし
た。 これは 昨 年度に引き続き開催されたもので， 高校生
にも 理解できるよ うな 化学 実験 を通し て， 化学の楽しさ，
不思 議さ を 体験し てもら い 化学好き を増やすこと を 目
的とするものです。 また， 将来， 化学と直接関係のな い
道に 進む人 達にも 化学と親しんでもら うととも に， 高校
生が日頃 あま り馴染みのな い大学の研究室 を訪問し， 学
生の研究内容 を知ることで大学 進学の 際 の学部選択の参
考材料となることも 期待され て います。
開催当日は， 用意された下 記の 9 つの テーマから 各参
加者 が 2テー マ を 選択し て 実験 を 行 いました。
放射線を計ろう：霧箱の実験
2 
凝固点降下を測ろう：熱伝対温度計とは何か
3 
似たものどうしをきれいに分けてみよう：ク口マ卜
グラフィー
4 
簡単なガラス器具を作ってみよう
5 
カオスと振動反応
6 
化学ホタルを作ろう：生物発光と化学発光
7 
フルーツの香りを作ろう
8 
ナイロンをイ乍ろう
9 
コバルト錯体を使ってきれいな紫色を作ろう
参加した 高校生達は，「楽しむだ けでな く， 知らな い
ことへの発見 が あった」「教 科 書だ けでな く生で見られ
たの が良かったJ， 「 自 分 達で 実験でき ておもし ろかった J'
「来年も参加した い」などの感 想 を述べ て いました。
学校図書館司書教諭講習会を開催
平 成 1 4 年 度学校 図 書 館司 書教 諭 講 習会 が， 7 月 30日
（火 ）から 8 月 8日 （木 ）まで， 共通教育 棟 及 び 経済学
部 を会場とし て 実 施されました。
この 講 習は， 学校 図書 館の 専 門 的 職務に携わる司 書教
諭 を 養 成するため， 文部科学大臣の 委嘱 を受 け て毎 年 実
施され て いるもので， 本学は 平 成 5 年度から担当し， 今
回 で 1 0回 目 を数 えます。
本 年度は 1 26人の参加 が あ り， その内訳は 現 職教 諭 1 1 2  
人， 学生（ 3 年次以上 ） 8人， その他 6人でした。
参加者は， 猛暑にもかかわらず， 学校 図 書館司 書教 諭
の資 格取得に向 け て， 熱心に受 講し て いました。
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渡航の種類 所 属 目裁 氏 名 渡航先国 目 的 期 問
外国出張 経済学部 助教授
馬
駿 中 国
現 地の失業問題に関する調査の打 14. 7. 1 
ち合わせ 14. 7. 10 
経済学部 助教授 内 田 康郎 アメリカ 合衆国
E. コマー ス 進展 後の 競争戦略の 14. 7. 1 
革 新性に関する研究 14. 9. 1 
極東地域研
助教授 今村 弘 子
14. 7. 2 
究センター
中 国 研究打ち合せ
14. 7. 7 
理 学 部 教 授 池 田 策雄 イ タ 1) ア
研究集会 「反応拡散系 に 対する 特 14. 7. 4 
異極限法jに出席， 講演 14. 7. 13 
気系 およ び水系環境保全のための 14. 7. 6 
工 学 部 教 授 熊津 英博 ポ フ ン ド 酸化チタン 光触媒技術の反応工学
的 検討と 評価 14. 8. 4 
教育学部 教 授 長 谷川 総一郎
リトアニア， ラトビ プリエナ国際木彫刻家キャン プ20 14. 7. 10 
ア エ ス トニ ア 02に出席 14. 8. 1 
工 学 部 教 授 吉村 敏章 アメリカ 合衆国
第20固有機硫黄化学国際会議に出 14. 7. 13 
席， 研究資料収集 14. 7. 21 
理 学 部 教 授 清水 正 明 J、t jレ 一 カハマ ルカ盆 地の 地質調査及びク
14. 7.  15 
ン トゥ ル・ ワシ遺跡の石 質鑑定 14. 8. 4 
工 学 部 講 師 宮 武 滝太 韓 国
日韓共同理 工系学部留学生プログ 14. 7 .  17 
ラ ム第 2回合 同 説 明会に出席 14. 7. 22 
工 学 部 助教授 曾漂 庄三回＝， 一一 ド イ ツ 第35回 配位化学国際会議に出席・
14. 7. 20 
研究発表 14. 7. 29 
工 学 部
教 務職
宮嶋 俊 明 オ ー ス トラ リア
World Congress o n  Particle Tech- 14. 7. 20 
員 nology4に出席， 発表 14. 7. 27 
工 学 部 教 授 中嶋 芳雄 韓 国
2nd Asian Conference on  Vision 14. 7. 20 
(ACV2002）に出席， 研究発表 14. 7. 25 
工 学 部 教 授 山 本 健 市 オ ー ス トラ リア
World Congress on Particle Te ch- 14. 7. 20 
nology4に出席， 研究発表 14. 7. 27 
工 学 部 助教授 長 谷 博 行 カ ナ ダ
カラ ー文 書画像処 理に関する研究 14. 7. 22 
を 行 う 14. 9. 19 
14. 7. 24 
教育学部 教 授 雨宮 洋司 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 城 岡 恭 子 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 曲師 政隆 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 松浦 悟 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 平 井久美 子 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡航先国 目 的 期 間
14. 7. 24 
外国出張 附属学校 教 諭 松 永 和久
中
国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 原野 克憲 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 本 田 敏也 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 草野 岡1 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 萩中 泰 弘 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 荒治 和幸 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 藤 井 昭彦
中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 橋本 大 一 郎 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 三 原 茂 中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 24 
附属学校 教 諭 沼崎 信 行
中 国 大連海事大学との意見交換
14. 7. 27 
14. 7. 26 
人文学部 助教授 呉人 恵 ロ ンノ ア 文献資料収集
14. 8. 3 1  
香港・珠海・広州のS MNに関す 14. 7. 3 1  
経済学部 助教授 岸本 書生 香 港 る調査 14. 8. 13 
ASRES/ AREUEA Joint Interna一 14. 7. 3 
海外研修 経済学部 講 師 岩田 真 一 郎 韓 国 tional Conference 2002に出席， 発
表 14. 7. 5 
強相関電 子系国際会議（ 2002）に出 14. 7. 8 理 学 部 助 手 光太 暁 弘 ポ ーランド， ドイツ
賦研究発表 14. 7. 16 
留学生 セ 国際会議（第3回日本 語教育とコ 14. 7. 10 
ンター 講 師 後 藤 寛樹 アメリカ 合衆国 ンビュ ータ）に出席， 発表 14. 7. 15 
留学生 セ 国際会議（第3回日本 語教育とコ 14. 7. 10 
助教授 深海の ぞみ アメリカ 合衆国ンタ ー ンビュ ータ）に出席， 発表 14. 7. 15 
留学生セ 国際会議（第3回日本 語教育とコ 14. 7. 10 
ンター 助教授 漬田 美 和 アメリカ 合衆国 ンビュ ータ）に出席， 発表 14. 7. 15 
分 子科学のフロンティアに関する 14. 7. 12 
理 学 部 助教授 小田 島仁司 中 国 国際シン ポ ジウムに出席， 発表 . 14. 7. 20 
分 子科学のフロンティアに関する 14. 7. 12 
理 学 部 教 授 常川 省三 中 国 国際シン ポ ジウムに出席， 発表 14. 7. 20 
International Communication Asso一 14. 7. 14 
経済学部 教 授 小倉 利丸 韓 国 ciation （国際コミュニケーション
学会）で発表 14. 7. 20 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡航先国 目 的 期 問
C V Aの 競技運営（ ワ ー ルド リー 14. 7. 16 
海外研修 教育学部 教 授 西川 友 之 中 国 グ）に関する調査研究 14. 7. 22 
2nd Asian Conference on Vision 14. 7. 20 
工 学 部 講 師 高 松 衛 韓 国 に出席 14. 7. 25 
第35回 配位化学国際会議に出席 ・ 14. 7. 20 
理 学 部 教 授 金 森 寛 ド イ ツ
発表 14. 7. 29 
第 2回 ア ジア視覚学会に出席 ， 発 14. 7. 21  
工 学 部 講 師 石 井 雅 博 韓 国
表 14. 7. 25 
14. 7. 22 
人文 学部 助教 授 青 木 恭子 ロ ン ア 研究資料収集
14. 9. 5 
39th Meeting of the Society for 14. 7. 26 
工 学 部 助 手 須 加 実 アメリカ 合衆国 Crybiology(CRY02002）に出席 ， 研
究 発表 14. 7. 31  
分 裂準備帯の 発 達過程に お ける ク 14. 7. 3 1  
理 学 部 講 師 唐 原 一 郎 アメリカ 合衆国 ラス リン被覆小胞の 役割に つ い て
の研究 を 行 う 14. 8. 27 
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7 月 1日 事 務 局連絡会
2日 学生生活委 員会
3日 水 質 保全 セ ンター 運営委員会
4日 入学 試験実施委員会
5日 北 陸 地 区国 立大学 長懇談会 （於 ： K K R ホ
テル 金沢）
北 陸・ 信越地 区国 立大 学 長懇談会 （於 ： K
K R ホテル金沢）
8日 入学 試験管理 委員会
事 務 局連絡会
8日 ～ 9日 大 学 評価に関す る 懇話会
9日 富 山大学の 組織運営体制の 整備に関す る 検
討委員会
1 5日 大 学 入 試 セ ンタ一 試験 富 山 県 地 区連絡会議
自 己点検評価委員会
1 5日 ～ 1 7日 厚生補導研究 協議会 （於 ：国 立 オ リン ピ ッ
ク 記念青少年総合 セ ンター ）
1 6日 運 営会議
事 務協議会
事 務局連絡会
1 7日 就職講演会
1 7日 ～ 1 8日 富 山 消 防 署 立入検査
1 8日 日本 留学 試験 「 中部 （北陸グルー プ） 地域
ブロ ッ ク会議J （於 ： 金沢大 学 ）
1 9日 部 局 長会議
2 1 世 紀 C 0 E 対応委員会
評議会
22日 学生生活委員会
23日 留学生セ ンター 運営委員会
事 務 局連絡会
2 1 世紀 C 0 E 対応委員会
26日 高 等学校と 富 山大学と の 入学 試験に関す る
懇談会
国際 交流会館運営委員会
26日 ～ 28日 天 城学 長会議 （於 ：日 本 I B M 天 城 ホ ー ム
ステ ッ ド ）
29日 新大学 構想協議会 （於 ： 富 山 医科 薬科大学 ）
事 務局連絡会
30日 入学 者選抜方法研究 委員会
入学 試験実施委員会
3 1日 運営諮問会議
｜ 附 属 図 書 館 ｜
7 月 8 日
～ 1 2日 中学生の 体験学 習 「社会に学 ぶ 『 1 4歳の 挑
戦』 指 導 ボランティア」
24日 附属 図 書館運営委員会
7 月 9日 教 養教育 企画専 門委員会
1 0日 教 養教育 運営協議会
教 養教育 実施専門委員会
24日 教 養教育 実施専門委員会
｜ 人 文 学 部 ｜
7 月 3日 学部予算委員会
4日 学部国際 交 流委員会
9日 学部予算委員会
1 0日 教 授会
1 6日 特別 昇給委員会
1 7日 人 文 科学研究 科 小委 員会
学部教 務委員会
学部入学 試験委員会
学部予算委員会
22日 講座代表者会議
2 3日 学部将来計画委員会
24日 人 文 科学研究 科 委員会
教 授会
25日 学部 自 己点検評価委員会
30日 学部法人 化対応委員会
7 月 2日 学部国際 交流委員会
3日 予算委員会
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教授会（ 臨時） 8日 ～ 9日 大学 評価 に関する 懇 話会
教育学部及び附属学校 園 共 同研究 プロジェ 9日 2 1 世紀 C 0 E 対応理 工学 委員会
ク ト研究大会実行委員会代表者会議 1 0日 第3 年次編入学 者選 抜 試験
5日 給与及び在外研究 員等検討委員会 大学 院理 工学研究 科 博士後期課程部会
9日 附属教育 実践総合 セ ンター 運営委員会 大学 院理 工学研究 科 博士後期課程部会専攻
1 0日 学部入学 試験委員会 長会議
研究 科 小委員会 1 2日 学 科 長会議
研究 科 委員会 学部入試委員会
教授会 1 7日 大学 院理 工学研究 科 博士 前期課程理学部会
人事 教授会 教授会
1 2日 附属 養護学校避難訓練 人事 教授会
1 7日 学部広報委員会 1 8日 第3 年次編入学 者選抜 試験合 格者発表
附属 幼 稚 園第 1学 期終業式 27日 夢・ 化学 － 2 1（ 主対 象 ： 高校生）
1 8日 附属 小学校第 1学 期終業式
1 9日 附属 養護学校第 l学 期終業式 学
24日 人事 委員会
人事 教授会 7 月 3日 2 1 世紀 C 0 E 対応理 工学 委員会
平 成 1 4年度入学 者 ( 1 年次生） 教育 職 員 免 5日 学部運営委員会
許状取得 に関する 説 明会 8日 学部入学 試験検討委員会
25日 学部学生生活委員会 9日 学部教 務委員会
2 1 世紀 C 0 E 対応理 工学 委員会
済
で品F
1 0日 教授会
理 工学研究 科 博士 前期課程工学部会
7 月 1日 学部国際 交 流委員会 理 工学研究 科 博士後期課程部会（ 工学 系 ）
3日 富 山大学 経済学部長候補者選挙 理 工学研究 科 博士後期課程部会
教授会 理 工学研究 科 博士後期課程部会専攻長会議
人事 基本 問 題検討委員会 1 5日 学部紀要委員会
財務委員会 1 6日 学部運営委員会
学部入学 試験委員会 1 7日 学部 自 己点検評価委員会
4日 研究会委員会小委員会 23日 学部就職指導委員会
9日 図 書等委員会 25日 実験廃液の 取扱 い に関する 講 習 会
学部教 務委 員会 26日 学部運営委員会
1 0日 人事 教授会
研究 科 委員会 ｜ 地域共同研究センター ｜
教授会
1 7日 将来構想等検討委員会 7 月 1 5日 運営委員会（ 持 ち回 り ）
生涯学 習 ・ 広報委員会 1 6日 先 端技術講演会
23日 図 書等委員会 24日 運営委員会（ 持 ち回 り ）
大学 院教育 講 座
� 与
30日 運営委員会
7 月 3日 2 1 世紀 C 0 E 対応理 工学 委員会 ｜ 総合情報処理センター
5日 学部予算委員会
学部教 務委 員会 7 月 1日 システ ム運用 専 門委員会
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｜ 機器分析セ ン タ ー ｜1 6日 企 画 運 営 専 門委員会
運営委員会
7 月 29日 運営委員会
水素同位体科学研究センター
7 月 1 5日 運営委員会
7 月 1 1日 ベ ン チ ヤ ー・ 企業支援 セミナ ー
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【総合研究棟の特徴】
新だなか芝ちの実験室
実験ス ペ ー ス は可能な 限 り 固定的な
間仕切 り 壁を 設けず、 実験機器への
給水、 特殊 ガス の供給及び電気の供
給は、 実験研究の変更に柔軟に対応
でき る デザイ ン であ り 、 ウ ェ ッ ト で
ヘ ビーな実験研究に t 対応で、き る 構
造とな っ て い ま す。 ま だ 、 プ レ ハ ブ
形式の ク lj ー ンルーム、 磁気シ ール
ド ルーム、 電磁シ ー ル ド ルーム、 冷
凍実験室を備え疋施設 と な っ て い ま
す。
フ ァ サ ー ド デザイ ン
低層部は、 壁面否前面 に 出 し 重
厚感を演出 し 、 上層部 は先進授
術が培わ れ る オ ー ブン ラ ポを 2
本の柱 （シ ャ フ ト ） で支え る 安
定感の 中 ！こ t 開放感を感 じ さ せ
る デザイ ン です。 仕上げの タ イ
ルは、 高級感 と本学の建物に統
一感を与え、 ガラ ス の 力 テ ン
ウ オ ールは、 躍進す る 高度な研
究 を イ メ ー ジと し 、 時代在映す
鏡と い っ た役割を担 っ て い ます。
エ コ ロジ一対策
時代の責任と し て、 省エネ対策に
複層ガラ ス 、 全熱受換器型換気扇、
給排気型 ド ラ フ ト チ ャ ン パーを採
用 し 、 空調負荷在低減させる他、
ト イ レ の洗浄水は、 実験冷却水排
水を再利用 す る 方式、 共用部の照
明 は人感セ ンサー に よ り 制御す る
方式を採用 し て い ま す 。
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ク リ 工 ー シ ヨ ン スペ ー ス
従前の リ フ レ ッ シ ュ ルー ム の使用万
j去を考慮 し 疋 だけで怠 く 、 ス ク リ ー
ン 、 情報 コ ン セ ン ト 等を設け、 プ レ
ゼ ン テ ー シ ョ ン 、 ゼミ ナール、 研究
会 に ち 使用 で き ます。 こ れ か ら の新
疋な使い 方を模索 し 、 有効に活用す
る こ と が望まれて い ます。
!3 階
設備機器ス ペ ー ス
ア 階
住笠丞三旦Z
6 階
主盟主丞Z旦Z
5 階
生物園I量廃科学系フ ロ ア
4 �皆
I自霊登笠丞Z旦豆
バ リ ア フ リ ー 対策
ユ ニ バーサルデザイ ンの一環 と し
て 、 ス ロ ー プに よ る バ リ ア フ リ ー
化、 身障者用 ト イ レ 、 身障者対応
の エ レ ベー タ を 採用 し て い ま す。
平成14年 8 月 学 報 第45 1 号
ム 夜 空に 映 える 総合研究 棟
ム く つ ろ ぎ空間と 学 究 空 間 が融合する ク リエ ー シ ョ ン ス ペー ス
ム 先端 的研究 を 行 う オー プンラボ
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ム夏季休業期 間 中 の 学生課外活動風景
ム夏の メ イ ン ・ ス ト リ ー 卜
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